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はじめに 

 

元号が改まりました令和最初の上下水道事業年報が出来ました。  

ここで、令和元年度の取り組みなど簡単に紹介させていただきます。  

水道事業でございますが、給水状況については、令和元年度末で給水

戸数 162,256戸、給水人口 344,176人となり、前年度に比べ戸数が 2,134

戸、人口が 281人増加し、普及率は、行政区域内人口 344,193人に対し  

99.99％となっています。また、年間配水量は、35,511,500立方メートル

で、前年度に比べ 355,150立方メートルの減少となりました。  

水道管の整備については、老朽管の更新を中心とした配水管網の整備

を図るため、市内各地区に耐震性を有するダクタイル鋳鉄管等 15,278.9

メートルを整備しました。また、浄水場施設の整備状況については、災

害時における安定給水を図るため、令和元年度・２年度の継続事業で

「第一浄水場浄水池耐震補強工事」を施工しています。  

下水道事業でございますが、普及状況については、令和元年度末の行

政区域内人口 344,193人に対し、処理区域内人口は 324,981人となり、前

年度に比べ 1,336人増加し、普及率は 94.4％となりました。水洗化人口

は 319,669人で前年度に比べ 1,353人増加し、水洗化率は 98.4％となりま

した。また、年間有収水量は 32,655,466立方メートルで、前年度に比べ

177,466立方メートルの減少となりました。  

下水管の整備については、第 3期市街化調整区域整備事業の最終年度

として「下富地内下水管布設工事ほか」を施工するなど、汚水管 6,659

メートルを布設しました。また、雨水を地下に浸透させることにより、

雨水流出抑制を図り、浸水被害の軽減につながる道路雨水桝 120か所の

浸透化を実施しました。さらに、緊急輸送道路下の管渠及びマンホール

3か所の耐震化など、「下水道地震対策整備工事」を施工しました。  

また令和元年度より上下水道事業運営審議会を常設設置し、委員の皆

様から様々ご意見をいただきながら、長期経営計画となる「水道ビジョ

ン」の策定作業を行っているところでございます。  

今後も、いのちの水を２４時間３６５日安定して供給するとともに、

お使いいただいた水をきれいにして地球に戻すことで、良好な水環境社

会の形成を引き続き担って参ります。  

 

所沢市上下水道事業管理者  

平田   仁  
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